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地図は参考のために掲載したもので、国
境の法的地位について何らかの立場を示
すものではありません。

13歳のパルバータは、5歳の頃、ポリオにかかり両脚が不
自由になってしまいました。ポリオは、食べものや手などに
ついたポリオウイルスが口から体に入り込み、熱が出たり、
お腹が痛くなったりする病気で、重いときは体に麻痺が残る
ことがあります。パルバータの両親は、日雇いの仕事をして
います。6人家族を養うために、どんな仕事でもひきうけて
がんばっていますが、生活するのにせいいっぱいで、パルバ
ータのめんどうをみる時間がありません。

近所の人たちから、「なぜパルバータを学校に通わせてい
ないの？」と言われて、両親はパルバータを家から一番近い
学校につれていきました。けれど、学校は脚の不自由な子ど
もの入学を認めてくれ
ませんでした。「私はみ
んなみたいに学校に通
うことができないんだ
わ」パルバータは悲し
くて、涙があふれてき
ました。

パルバータの話が、
ユニセフの支援によっ
て作られた「子どもクラブ」に伝わりました。子どもクラブ
とは地域の子どもたちが集まって、学校や地域の人たちに、
保健や衛生の知識、女の子に対する差別をやめること、女の
子にも教育を受けさせる権利があることなどの問題を理解し
てもらうために活動をする組織です。クラブの子どもたちは、
壁新聞を作って地域の人たちに保健や衛生、教育の大切さに
ついて説明をしたり、学校にお願いをしたり、積極的な活動
をしています。クラブの委員長をしている15歳のニロジは、
「すべての子どもは教育を受けることができるのですから、パ
ルバータを入学させてあげてください」と学校にお願いしま
した。

子どもクラブが応援し
ていることを知って、学
校はパルバータの入学を
許可することにしまし
た。ニロジは、「パルバ
ータは入学をことわられ
て、すごく落ち込んでい
ました。絶対に勉強なん
かしないとも言っていま
した。でも、私たちは、

子どもはみんな教育を受ける権利があることを知ってもらい
たかったんです」と語っています。

学校へ通うようになったパルバータは、子どもクラブの活
動にも参加するようになりました。「クラブに行くと、友だ
ちといろいろなお話をします。みんな真剣に耳を傾けてくれ
て、いつでも手助けしてくれる用意ができています。みんな
がいなかったら、絶対に学校に行けなかったと思います」と
話すパルバータはとてもうれしそうです。

子どもクラブのがんばりで
学校へ行けるようになった

パルバータ



ネパールでは、2000年から26地域、126校で学校衛生プログ

ラムが実施され、2001年に62校が加わり、現在は188校が参加

しています。郡レベルでは郡教育局が教育関係者やソーシャル

ワーカーに研修を受けさせますが、村落レベルでは、はじめに

全教員が研修を受け、その後、子どもクラブを結成し、クラブ

の子どもたちに1日のオリエンテーションを実施します。子ど

もクラブは、地域の衛生意識の向上のための活動を行い、ユニ

セフの担当者から衛生や環境整備についての指導を受けます。

バジャラプール村のパンチ小学校では、教員全員が衛生の研

修を受けました。この学校の子どもクラブは、学校と地域の人

びとに衛生の大切さを知らせる役割を担っており、4～5人ずつ

５つのグループを作り、それぞれが次のような活動を行いまし

た。

1. 子どもたち全員に手

を洗うことの大切さ

を教え、衛生の知識

を伝える。

2. 横断幕を持って地域

を回り、「トイレを

きれいにしましょ

う」と訴える。

3. 水の大切さを訴え、水源のまわりをきれいにする方法を伝

える。

4. 学校や地域でORS（経口補水塩）の作り方を伝える。

5. 敷地内にゴミ捨て場を掘り、ゴミ拾いや焼却を行い、環境

整備についての正しい知識を伝える。

パンチ小学校の校庭には「衛生のテーブル」があり、爪切り、

タオル、歯ブラシ、鏡、石鹸などが置いてあり、教員用、生徒

用、高学年用、低学年用とそれぞれに衛生教育の指導や練習が

できるようになっています。

貧困に苦しむネパールでは、性差別や民族間の差別も根強く

残っており、子どもたちは複雑な状況に置かれています。家計

を助けるために、子どもたちの多くが小さいころから働き始め

ます。家事をするために、学校へ通えなくなることも珍しくあ

りません。親も教育の価値を理解できず、特に女の子が厳しい

状況におかれています。女性や女の子は誕生のときからずっと

差別の壁に直面しており、貧しい食事、不適切な医療ケア、負

担が大きい家事労働、早婚、早い時期での出産など問題が絶え

ません。

物語に出てくるネパールの「子どもクラブ」は、ユニセフの

「ミーナ・コミュニケーショ

ン・イニシアティブ」という

南アジア地域の女の子に対す

る特別支援のプログラムをき

っかけに始まった活動です。

ミーナはユニセフが製作した

アニメーションの主人公の女

の子で、子どもの権利、保健

衛生、ジェンダー差別の撤廃、女子教育などの問題を理解して

もらうために作られたキャラクターです。

子どもクラブは、学校や地域単位で組織される子どもの集ま

りです。学校や地域の衛生など社会的な活動に取り組んでいま

す。子どもたちの自主的な活動は、学校を活性化させ、子ども

自身の自主性も促します。
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物語の国

ネパール

ネパールは北に中国、南にインドを控えた内陸国です。人口は約2,516万人で、その約47％が18歳未満
で占められています。出生時平均余命と国民総所得は南アジアで最も低く、国の人口の半数近くが貧困ライ
ン以下の生活をしています。人口の86％は農村部に住んでいて、民族間の所得格差が著しい状況にあります。

子どもたちの自主的な活動が地域を活性化させる
ネパールの子どもを取りまく問題

ミーナが主人公として登場するアニメーション・ビデオシリーズ

は、南アジアのごく普通の女の子の生活とその変化を描くことによ

り、人びとの意識改革を促すことに使われています。ユニセフライ

ブラリーでも「ミーナにわとりなんわ」と「ミーナはんぶんこしよう」

の2本を貸し出していますので、ぜひご覧く

ださい。

http://www.unicef.or.jp
ユニセフ資料館→「資料のご案内」でご紹介

しています。

ビデオ「ミーナ・シリーズ」のご案内

子どもクラブ

「世界子供白書2005」より

子どもクラブの活動を紹介する写真
�日本ユニセフ協会

子どもクラブが作った壁新聞
�日本ユニセフ協会

オリエンテーションを受ける子どもたち
�日本ユニセフ協会/Funato

パンチ小学校の「衛生のテーブル」
�日本ユニセフ協会
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パンチ小学校の活動事例

学校衛生プログラムと子どもクラブ
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82 75 66 7 240

40 92 9 94 1,426

4 100 100 100 34,510


